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ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
ボ
ク
シ
ン

グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
内う

ち

山や
ま

高た
か

志し

さ

ー
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
ーん

、
吉
本
芸
人
の
キ
ャ
ベ
ツ
確
認
中
さ

ん
、
埼
玉
工
業
大
学
、
東
都
医
療
大
学

の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
街
頭
募
金
も
行

わ
れ
、
１
７
４
万
３
，
２
６
６
円
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

（
街
頭
募
金
の
模
様
に
つ
い
て
は
10

ペ
ー
ジ
で
も
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
配

分
委
員
会
に
預
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、

配
分
委
員
会
か
ら
被
災
し
た
各
市
町
村

へ
配
分
さ
れ
、
被
災
者
の
元
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

田
野
畑
・
郡
山
・
石
巻
。救
援
物
資
を
各
地
へ

　

義
援
金
の
受
け
付
け
は
、
３
月
14
日

か
ら
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
38
か
所
に

義
援
金
箱
を
設
置
し
実
施
し
た
ほ
か
、

市
内
の
多
く
の
個
人
・
団
体
か
ら
市
へ

直
接
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
た
く
さ
ん
の
か
た
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
そ
の
額
は
、
４
月
15
日
分

集
計
時
点
で
、
７
，
０
５
７
万
円
に
も

上
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
で
は
、
深
谷
市
赤

十
字
奉
仕
団
を
は
じ
め
、
ボ
ー
イ
ス
カ

義
援
金
約
７
，２
０
０
万
円
を
日
本
赤
十
字
社
へ

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
観
測
史
上
日
本
最
大
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
）
の
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
は
、
東
日
本
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
市
で
は
、
義
援
金
や
救
援
物
資
な
ど
、
被
災
地
へ
の
支
援
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
日
も
早
く
被
災
地
の
復
興
が
か
な
う
よ
う
、
市
で
は
、
今
後

も
変
わ
ら
ず
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
と
共
に
闘
う

　

救
援
物
資
の
受
け
付
け
は
、
３
月
18

日
か
ら
市
民
体
育
館
で
、
さ
ら
に
３
月

24
日
か
ら
は
各
総
合
支
所
で
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、水
や
食
料
、

毛
布
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
、

多
く
の
物
資
を
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
物
資
は
、
友
好
都
市
の
岩

手
県
田
野
畑
村
を
は
じ
め
、
福
島
県
郡

山
市
、
宮
城
県
石
巻
市
な
ど
へ
直
接
搬

送
す
る
と
と
も
に
、
福
島
県
か
ら
も
く

せ
い
館
に
避
難
さ
れ
て
い
た
か
た
に

も
、
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
、
企
業
や
各
種
団

体
、
自
治
会
な
ど
の
声
掛
け
に
よ
り
、

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
の
搬
送
が
継
続

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
、
日
々
状
況
が
変
化
し

必
要
な
物
資
も
変
わ
り
ま
す
。
今
後
の

状
況
に
よ
り
、
救
援
物
資
な
ど
の
受
け

付
け
を
再
開
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

被
災
地
に
届
く
…
市
民
の
想
い

1 2

3

▲3月27日田野畑村への物資を積み込む深谷高校の生徒

　大津波で大きな被害を受けた田野畑村。4月15日現在でも、約210人が避難し、確認されている死者の
数は16人、安否不明者も24人となっています。写真は、震災後約1か月たった4月4日に撮影したものです。
がれきは道脇に寄せられていますが、当時のすさまじさを物語ります。

被災地の現状　〈友好都市 田野畑村〉

▲3月31日郡山市への物資を積み込む正智深谷高校の生徒

1羅
ら

賀
が

地区…手前に見えるの
は、津波に流された車。元の形
状を全くとどめていません。

2島
しまのこし

越地区…地域住民の足『三
陸鉄道北リアス線』の高架部分
は、津波にのまれ、激しく崩れ
てしまっています。島越地区
は、人的被害が大きく、13人
の死者が確認されています。

3道路脇の高さ十数ｍもある
建物には、最上部にまでがれき
が到達しています。



42011.5. 広報ふかや5 2011.5. 広報ふかや

と
給
水
車
１
台
を
派
遣
（
25
日
ま
で
、

交
代
で
３
隊
）。
そ
の
ほ
か
、
４
月
14

　

被
災
地
か
ら
避
難
さ
れ
た
か
た
を
受

け
入
れ
る
た
め
、
３
月
14
日
か
ら
も
く

せ
い
館
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
ま
し

た
。
主
に
福
島
県
か
ら
避
難
さ
れ
た
か

た
が
利
用
さ
れ
、
62
人
が
滞
在
し
て
い

　

３
月
11
日
、県
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、

同
日
中
に
消
防
職
員
５
人
と
ポ
ン
プ
車

１
台
を
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
（
23
日

ま
で
、
交
代
で
３
隊
）、
３
月
26
日
か

ら
は
、
消
防
職
員
３
人
と
救
急
車
１
台

を
福
島
県
本
宮
市
へ（
４
月
２
日
ま
で
、

交
代
で
２
隊
）
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
水
道
協
会
を
通
じ
て
千

葉
県
香
取
市
か
ら
支
援
の
依
頼
を
受

け
、
３
月
16
日
か
ら
水
道
部
職
員
３
人

境
さかい

原
ばら

 成
せい

子
こ

 さん

新しい生活
に向かって

　私は、原発から約23km離れた福島県南
相馬市から来ました。屋内退避圏内となっ
ていましたが、花園に住んでいる姉の勧め
により、3月15日、約12時間かけて深谷市
に避難してきました。
　現在（4月8日）は、79歳になる母、娘2人、
孫2人に私を加えた6人で、もくせい館での
避難所生活をしています。主人も一緒に避
難してきましたが、仕事が4月から再開す
るのを受け、福島に戻りました。
　不安もありましたが、深谷市の皆様にご
支援を頂き、お風呂に入れて、食べられて、
寝ることができるということは、非常にあ
りがたいことだと感じています。また、精
神的には、家族みんなが一緒にいられるこ
とで、パニックに陥らず安定して暮らせて
います。
　今は、8歳と5歳の孫のことが、一番心配
です。新しい地域・学校で少しでも早く落
ち着いた生活をしてほしいと願っています。
　今後の生活に当たっては、経済面など不
安がないとは言えませんが、深谷市から生
活に関するさまざまなご支援を頂き、本当
に助かります。
　いつまでも甘えているわけにはいきませ
んので、自分たちも精一杯やりたいと思っ
ています。深谷市の皆様には、温かく迎え
入れていただければうれしいです。

　

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
市
内
中
小
企

業
で
は
生
産
量
の
減
少
や
消
費
の
低
迷

な
ど
に
よ
る
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
お
い
て
も
、
風
評
被

害
な
ど
に
よ
る
市
場
取
り
引
き
の
減
少

や
価
格
の
低
迷
な
ど
、
市
内
の
野
菜
・

花
き
農
家
や
畜
産
農
家
の
経
営
は
大
き

く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
市
で
は
、
中
小

企
業
者
と
農
業
者
へ
、
経
営
の
維
持
安

定
に
必
要
な
運
転
資
金
に
つ
い
て
、
融

資
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
融
資
策
の
手
法
は
、
東
日
本
大
震
災

に
対
応
す
る
支
援
策
と
し
て
は
県
内
で

初
め
て
の
も
の
で
す
。

【
中
小
企
業
者
向
け
融
資
概
要
】

　

市
の
審
査
会
を
通
さ
な
い
の
で
短
期

間
で
融
資
を
実
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
証
料
は
実
行
後
、
市
が
全
額
補
助
し

ま
す
。

貸
し
付
け
限
度
額
●
１
，
０
０
０
万
円

地
震
発
生
当
日
か
ら
、被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

市
の
被
災
地
支
援
・
災
害
対
策

被
災
者
の
声

V
oice

償
還
期
間
●
５
年
以
内

問
い
合
わ
せ
●
商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
０
）

【
農
業
者
向
け
融
資
概
要
】

　

利
子
分
は
市
が
補
助
す
る
た
め
、
実

質
無
利
子
と
な
り
ま
す
。

貸
し
付
け
限
度
額
●
個
人
３
０
０
万

円
、
法
人
＝
１
，
０
０
０
万
円

償
還
期
間
●
５
年
以
内

問
い
合
わ
せ
●
農
業
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
８
）

被
災
者
の
受
け
入
れ
・
生
活
資
金
を
援
助

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
場
で
あ
り
、
地
域
防

災
の
拠
点
で
も
あ
る
小
・
中
学
校

に
つ
い
て
早
急
に
耐
震
化
を
進
め

る
ほ
か
、
平
成
22
年
３
月
に
「
深

谷
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
を
策
定
し
、
市
内
の
公
共
・

民
間
建
築
物
に
つ
い
て
耐
震
化
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
使
用

中
の
市
内
小
・
中
学
校
（
校
舎
・

体
育
館
）
は
、
平
成
24
年
度
末
ま

で
に
、
耐
震
化
率
１
０
０
％
に
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
震
災
で
は
、
各

地
で
市
役
所
庁
舎
な
ど
の
耐
震
化

が
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
被
害
が

相
次
ぎ
、
業
務
が
ま
ひ
す
る
な
ど
、

自
治
体
の
安
全
管
理
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
、
市
で
は
、

市
内
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
今
年

度
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
統
廃

合
な
ど
も
含
め
今
後
の
方
針
を
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

日
か
ら
保
健
師
お
よ
び
看
護
士
３
人
を

岩
手
県
田
野
畑
村
へ
派
遣
し
ま
し
た

（
21
日
に
は
、
交
代
で
２
人
を
派
遣
）。

※
活
動
内
容
な
ど
は
左
上
図
参
照

1消防職員
➡岩手県陸前高田市へ派遣（5人×3隊）中

小
企
業
者
・
農
業
者
を
支
援

被災地への派遣

・救済、安否不明者の捜索活動
・3隊合わせて27遺体を発見

2水道部職員
➡千葉県香取市へ派遣（3人×3隊）

3保健師・看護士
➡岩手県田野畑村へ派遣（3人＋2人）

・給水所で住民への給水活動
・病院などの受水槽に給水

・避難所の定時巡回および患者の送迎
・避難者の健康相談

平
成
24
年
度
末

『
学
校
の
耐
震
化
』

１
０
０
％
へ

ま
し
た
。

　

も
く
せ
い
館
は
、
４
月
17
日
で
避
難

所
と
し
て
は
閉
所
し
ま
し
た
が
、
市
で

は
、避
難
者
の
今
後
の
生
活
の
た
め
に
、

市
営
住
宅
や
雇
用
促
進
住
宅
を
提
供

し
、
生
活
支
援
金
の
支
給
を
行
い
ま
し

た
。

➡福島県本宮市へ派遣（3人×2隊）
・傷病者の救急搬送

国
が
支
援
活
動
を
評
価

　

今
回
の
震
災
に
対
し
、
市
は
「
被
災

地
域
に
対
し
て
、
一
定
以
上
の
支
援
を

行
っ
た
地
方
公
共
団
体
」
と
し
て
、
国

か
ら
特
別
交
付
税
の
特
例
交
付
を
受
け

ま
し
た
。
県
内
で
は
９
市
、
県
北
で
は

唯
一
の
交
付
団
体
で
あ
り
、
こ
れ
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

４
月
11
日
か
ら
、
公
共
施
設
の

夜
間
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

当
分
の
間
は
、
照
明
や
冷
暖
房

機
器
の
利
用
の
制
限
な
ど
、
節
電

を
し
な
が
ら
の
貸
し
出
し
と
な
り

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
施
設
の

夜
間
利
用
を
再
開

県内
初


